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研究の概要

この研究は、発達に課題のある乳幼児に対する相談の実態を

把握し、地域における特殊教育のセンター的な役割を担うこと

が求められている盲・聾・養護学校の、早期からの教育相談活

動の改善と充実に役立てようとするものである。２年次研究の

まとめの年である本年度は、保護者支援の相談活動を展開する

ための支援試案を作成し、盲・聾・養護学校の早期からの教育

相談を展開する際の課題や問題点の分析・検討を行なった。

その結果、支援試案は発達に課題のある乳幼児とその保護者

への早期からの教育相談を展開していくために有効であること

が確認でき、保護者、乳幼児への適切な相談活動の充実に役立

つことが確かめられた。
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障害のある乳幼児には、早期にその障害を発見し、できる限り早期から教育的対応を行うことが、

乳幼児の障害の状態の改善・克服や望ましい成長・発達を促すために必要であることが知られていま

す。したがって、特殊教育においては、保護者に対して子どもの発達に見通しをもたせ、乳幼児期特

有の発達課題や必要な教育の在り方について理解を促すことが大切です。

しかし、保護者は、我が子の障害に気付き始める頃から、深刻な悩みや不安を抱え、心理的な葛藤

の中で生活し、養育や就学について相談する場を見つけることが難しく、途方に暮れることも少なく

ありません。教育相談においては、保護者に障害についての正しい理解を促すと共に、子どもの発達

を促進し、障害の状態の改善を図る適切なかかわり方について支援を行う早期からの教育相談活動の

在り方が大きな課題となっています。

このような状況を改善するために、地域の教育相談センター的な役割を担うことが求められている

盲・聾・養護学校が、その専門性を生かし、早期から保護者に適切な支援をしていく必要があると考

えます。

そこでこの研究は、教育相談を担当する教員が抱えている課題を把握すると共に、教育相談活動に

ついての校内体制や理解・啓発及び関係機関との連携等の在り方について明らかにし、特殊教育にお

ける教育相談の改善と充実に役立てようとするものです。

研究１年次であった昨年度は、早期からの教育相談の現状と課題を把握し、特殊教育における早期

からの教育相談の在り方に関する基本構想を立案しました。最終年度にあたる今年度は、支援試案を

作成し、支援試案に基づく教育相談の実践、および特殊教育における早期からの教育相談活動の在り

方についてのまとめを行いました。

Ⅰ 特殊教育における早期からの教育相談の在り方についての基本構想
１ 早期からの教育相談の在り方に関する基本的な考え方

(1) 保護者支援の教育相談

乳幼児期においては、養育は保護者が中心となることが多く、子どもの発達は保護者の対応に影響

されやすいことが明らかになっており、子どもの健やかな成長発達のためには、保護者が精神的に安

定することが大切です。したがって、特殊教育における早期からの教育相談では、悩みや不安を抱え

た保護者へ適切な援助を行うことが重要です。援助は、保護者を心から受け容れ、共感し、一緒に考

えていくという姿勢ですすめられることが必要です。早期からの教育相談によって、抱える不安、悩

み、混乱が減少し、保護者は子どもと共に生きる意欲を示すようになると考えます。

そのため、相談内容も教育に関することと限定するのではなく、幅広い内容に対応していく必要が

あります。したがって相談担当者は、これまでの相談活動との違いを認識して、取り組むことが重要

であると捉えました。

(2) 早期からの教育相談の在り方

保護者の悩みは、一つの課題を解決すると次の課題が発生するというように、簡単に解決するもの

ではありません。したがって、相談は保護者のニーズに応えて、継続して行われることも必要です。

「 」 「 」 。そこで早期からの教育相談を 寄り添う相談 と 支える相談 とおさえて実施することとしました

ア 寄り添う相談

寄り添う相談とは、保護者の悩みや不安を受けとめる相談です。相談担当者は、保護者の心情を理

、 。 、 、解して 保護者自身が問題を整理していくように支援していく活動です そのために 相談担当者は



、 、 、保護者の話を聴くこと 保護者の心に添うようにすること そして何より対等な人間同士として接し

支援し続けることが必要です。

イ 支える相談

支える相談とは、保護者自信が子どもの発達の課題を整理して、解決の方向性を見いだしていくよ

うに支援する相談です。そして子どものよさや具体的な養育方法の提示、保護者が必要とする情報の

、 。提供を行って 保護者が養育に前向きに取り組んでいくことができるように共に考えていく活動です

そのためには、相談担当者は子どものこと、養育のこと、家族のことについて語り合い、保護者と意

見を出し合うことが必要です。

２ 特殊教育における早期からの教育相談活動の在り方についての基本構想図

特殊教育における早期からの教育相談活動の在り方についての基本的な考え方をもとに、基本構想

図を【図１】のように作成しました。

Ⅱ 早期からの教育相談についての支援試案の作成

《早期からの教育相談に関する保護者の実態》

保護者は、我が子の障害に気付き始める頃から、深刻な悩みや不安を抱

え、心理的な葛藤の中で生活し、養育や就学について相談する場が分から
ず、途方に暮れることも少なくない。

《 》《早期からの教育相談の現状》 盲・聾・養護学校の教育相談の現状
○保護者への支援内容が不十分 ○学校見学を目的とした教育相談
○早期からの相談活動が不十分 ○単発的な教育相談

○就学相談を前提とした相談活動
○進路相談を中心とした相談活動

《 》早期からの盲・聾・養護学校における教育相談
【手だて】 【手だて】

寄り添う相談活動 支える相談活動
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保護者や対象乳幼児への適切な支援

早期からの教育相談の充実
○発達に課題のある乳幼児・保護者の生活の充実
○盲・聾・養護学校の教育相談の充実

図１】 特殊教育における早期からの教育相談活動の在り方についての基本構想図【



１ 支援試案作成の全体構想

早期からの教育相談の基本的な考え方をもとに、昨年度は、県立花巻養護学校の広域学区の幼稚園

や保育園を対象に早期からの教育相談の現状と課題を調査し、その調査結果をふまえて以下のように

三つの支援試案を作成しました。

支援試案１ 盲・聾・養護学校における早期からの教育相談のすすめ方

支援試案２ 早期からの教育相談における「寄り添う相談」の展開

支援試案３ 早期からの教育相談における「支える相談」の展開

支援試案の全体構想は【図２】のように、盲・聾・養護学校においては、教育機関として保護者支

援の相談活動をすすめるための相談を「寄り添う相談 「支える相談」として展開していくことが必要」

であり、支援試案１（次頁【図３ ）を作成してその展開方法を示しました。】

さらに相談担当者が「寄り添う相談」と「支える相談」をそれぞれ展開するための具体的なポイン

トとして支援試案２（ 図４ ）と支援試案３（ 図５ ）として作成しました。【 】 【 】

盲・聾・養護学校の 地域に居住する発達に課題のある支援
早期からの教育相談 乳幼児とその保護者

援助

支援試案１「盲・聾・養護学校における早期からの教育相談の展開」
、 、○早期からの教育相談は これまでの教育相談体制を生かしながらすすめられることが大切であり

早期からの教育相談が学校体制の中でどのように位置付けられるのかを示す。

「 」 「 」 、 。○保護者支援の相談活動は 寄り添う相談 と 支える相談 とし 保護者のニーズに応じてすすめる

○相談担当者が早期からの教育相談をすすめるために、基礎となる専門性や技法について示す。

支援試案２「早期からの教育相談にお 支援試案３「早期からの教育相談にお
ける寄り添う相談の展開」 ける支える相談の展開」

○「寄り添う相談」の目的やすすめ方を示す。 ○「支える相談」の目的やすすめ方を示す。
○「寄り添う相談」を展開する際に、相談担当者 ○「支える相談」を展開する際に、相談担当者と

としての具体的支援内容や方法について示す。 しての具体的支援内容や方法について示す。

・支援姿勢 ・支援姿勢
・支援態度 ・支援態度

・留意事項 ・留意事項

【図２】教育相談担当教員に対する支援試案作成の全体構想図



２ 支援試案

(1) 支援試案１

早期からの
教育相談

教育相談の流れ

発達に課題のある乳幼
児の保護者

（ ）インテーク 電話相談

初回相談
インフォームド・コンセント

継続相談

アカウンタビリティ-
事後評価

寄り添う相談 支える相談

＜保護者の悩みを受け止める相談＞ ＜保護者と共に考える相談＞
聴くこと 共に語り合うこと
心に添うようにすること 共に意見を出し合うこと心 情

理 解対等な人間として出会うこと

心理状況の理解 発達段階の理解
今現在の気持ちを聴くこと 問 題 ・得意なことやよさについて語り合うこと・
主訴を聴くこと の ・これからの必要なことについて意見を出・

・話す言葉の背景について感じ取ること 整 理 し合うこと

これまでの養育状況の理解 養育環境の調整
育ちの様子を聴くこと ・家族や在籍園のことについて語り合うこと・

・子育ての中のエピソードや印象、感じ 課 題 ・養育について意見を出し合うこと
たことを聴くこと の

現在の養育状況の理解 情報の提供共 有
毎日の暮らしの様子を聴くこと ・求める情報を正確に伝えること・
家族状況の理解
家族のシステムを理解すること・

その他の教育相談（活動）

養育相談 就学相談

相談の場の整備 相談体制の充実

・相談室の整備 ・教育相談活動のＰＲ
机や椅子の位置、整理整頓 リーフレットの配布
照明、換気、カーテン、棚 地域広報紙への掲載依頼

・観察室の整備 ・担当者の確保、校内のコンサルテ
・相談記録の工夫 ーション

様式、個人ファイル、保管場所 ・研修会の実施
・プライバシーの保護 ・地域へのサービス
・相談内容の秘密厳守、記録の保管 幼稚園、保育園の先生方との交流

カウンセリングマインド 教育の専門性
発達の捉え方、コミュニケーション、障害の特性、発達心理、
発達の相互作用、障害の受容段階、

図３】 支援試案１ 盲・聾・養護学校における早期からの教育相談【



(2)支援試案２

寄 り 添 う 相 談

支 援 姿 勢保護者の悩みの受け止め→保護者自身の気づき
悩みの整理

・悩んだり、迷ったり、
苦しんだりしている保心理状況の理解 今の気持ちの理解
護者のありのままを受・主訴を受けとめる 受
け入れる・相談したい人の話を聴く 容

・精一杯養育しているこ・思っていること、感じている
とを認めること、考えていること

育ちの様子の理解これまでの養育状
・妊娠時から出産時を経て現在況の理解

・保護者が話す内容に添に至るまでの育ち
って話を聴いていく・子育てのなかでのエピソード

・話す言葉の裏にある背や印象、感じたこと
景を感じ取る現在の養育状況の 暮らしの様子の理解 傾

・話しやすいように受け理解 ・家庭での言葉のやりとりやコ
応え方や表情に気を配ミュニケーション、日常の生 聴
る活習慣、好きな遊び等日常の

・家族の状況や心理状態生活の様子
に思いを巡らせて話を・在籍機関での友達との関わ
聴くり、活動への参加などの様子

・普段の生活のなかでのエピソ
・保護者が話す養育の楽ードや印象、感じたこと

しさや大変さについて
共感する家族状況の理解 家族との関わりの理解

・ 話 す 内 容 を 評 価 し た・家族の構成と主たる養育者 共
り、他の価値観を押し・子育ての援助者の有無 感
つけたりしない・家族のかかわり

・地域での暮らしの様子

相談をすすめる際の具体的支援態度

→ほぼ腕の長さ相手との距離
→90度あるいは正面身体の向きと動き
→リラックス、注意集中的、軽くもたれて座る姿勢
→規則的視線の交合
→ただちに反応する、時間を共有する時間の共有
→お互いが寄り合うために共有家具（机など）の利用
→感情と一致、笑顔顔の表情
→正確に聞き取れる声の大きさ
→普通あるいは多少ゆったりした話し方（調子）

相談担当者としての留意事項

・電話を受けたときから相談がはじまっていることを理解
すること
相談で聴いた内容を他の人に話さないこと・

・自分の心の枠をはずして話を聴くこと
・対等な人間同士の出会いであることを理解し、暖か
く笑顔で迎えること

【図４】支援試案２ 早期からの教育相談における寄り添う相談の展開



(3) 支援試案３

支 え る 相 談 支 援 姿 勢

保護者が自信と意欲をもって養育に当た
れるように、共に考えていく相談

、発達段階の理解 保護者の願いや考え、思いを ・子どもの得意なこと
受けとめながら、発達検査や行 共 好きなことについて
動観察等のかかわりをとおして 語り合う、
共に子どもの姿を理解していく 有 ・相談場面のかかわり。

をとおしてのエピソ
かかわりの中でのエピソードを ードを伝え、子ども

伝える のよさを共有し合う
得意なこと、好きなことなど子 ・子どもの現在の状態

どものよさを具体的に伝える を認め、養育の在り
方について意見を出

よりよい養育環境の構築を求め し合う
て 活用できる資源を探求する ・家族の状況、在籍園養育環境の調整 、 。
協力体制を確立するために、関 での様子を理解し、

係する人たちとの場の調整を図 今後のかかわり方を
る。 方向性について話し

コンサルテーション 合う

家族
家族全体への支援
家族の協力体制 ・保護者が話す養育の
役割分担 支 姿勢を肯定的に認め
きょうだいへの支援 る
母子関係の確立 持 ・前向きに取り組んで

いこうとする保護者
在籍園の職員 を励ます

保育指導への支援
子どものとらえ方

小さな変化も漏らさず伝える
正直に接する

保護者にとって必要な情報に情報の伝達
ついて提示し、広い視点から判
断できるようにする。

相談をすすめる際の具体的支援内容

・保護者が子どものよさと養育上のよさに気づいていくように支援
すること

・保護者がかけがいのない我が子であることが気づいていくように
支援していくこと

・保護者が、我が子を家族の一員として認めていくように支援して
いくこと

・保護者が抱え込んだり、孤立しないように支援していくこと

相談担当者としての留意事項

・子どものよさ、養育上のよさに気づいてあげられること
・養育上の課題についてとらえられ、その課題解決のため

の方針を保護者の実態に合うように工夫すること

【図５】支援試案３ 早期からの教育相談における支える相談の展開



Ⅲ 早期からの教育相談の支援試案に基づく指導実践
１ 指導実践の概要

研究協力校でのこれまでの教育相談は、就学にかかわる相談が中心で、相談活動は施設紹介や授業

公開、学校の概要説明という内容ですすめられてきていました。一方、地域でも教育相談について理

解されていない実情があり、支援試案に基づく早期からの教育相談活動を行うためには、地域に養護

学校の早期からの教育相談を理解してもらうための取り組みが必要であると捉えました。

そこで、地域の関係機関と協力関係を構築しながら実践を進めるために、研究協力校での早期から

の教育相談活動を実践するための手だてが必要と考え 【図６】のように実践を行いました。、

研究協力校 研究担当者 関係機関

主担当者 意見交換①
指

第１回研修会 コンサルテーション１導
実 ・研究概要説明 ・現状理解 ・情報収集
践 ・研究依頼事項 ・現状の分析 ・面談、参観、参加
Ⅰ ・実態調査 ・担当者への早期からの教育

・養護学校のセンター化 相談についての理解啓発

主担当者 意見交換②
指
導 ・情報提示第２回研修会
実 ・情報の把握 ・試案提示
践 ・試案の理解
Ⅱ

主担当者 意見交換③

コンサルテーション２指 ・相談活動 ・現状理解
導 ・現状の分析 ・情報収集
実 ・面談
践 ・保護者への早期からの
Ⅲ 教育相談の理解啓発

リーフレット配布
保護者懇談会での説明

主担当者 意見交換④
指
導 ・早期からの教育第３回研修会
実 ・教育相談のまとめ 相談のまとめ 相談報告
践
Ⅳ

主担当者 意見交換⑤

指
導 ・実態把握 早期からの教育相談（活動）第４回研修会
実 ・事後調査 の在り方についての意見交換
践
Ⅴ

養護学校における早期からの教育相談（活動）の在り方の検討

【図６】指導実践の概要



２ 指導実践Ⅰ

指導実践Ⅰは、早期からの教育相談の現状について把握することを目的として、研究協力校と関係

機関において 【表１】のように実施しました。、

【表１】指導実践Ⅰの内容

研 究 協 力 校 関 係 機 関

第１回研修会 コンサルテーション１実
① 研究の概要説明 ① 研究の概要説明践
② 養護学校のセンター化 ② 情報の収集内
③ 早期からの教育相談に関する意見交換 ③ 早期からの教育相談についての理解啓発容
④ 事前調査の実施

① 昨年度の研究資料を持参し、研究についての概 ① 研究についての概要を記述したプリントを持
要を説明した。 参し、それを提示しながら説明をする。要点の配

② 先行研究で得られた情報を提示し、全国的な取 みを分かりやすく説明し、理解と協力が得られ
り組みの様子と実践について報告をし、相談担当 るように配慮した。

者が早期からの教育相談について具体的なイメー ② 発達に課題のある乳幼児の早期からの教育相慮
ジがもてるように配慮した。 談についての現状について各関係機関での情報

③ 研究協力校での相談状況を把握し、相談担当者 を提供していただく。初回訪問のみで終わらせ
の早期からの教育相談についての考えや意見を今 ず、継続して訪問して、詳しい情報の収集に努事
後の研究推進に生かしていくことができるように めた。、

話し合う時間を確保した。 ③ 早期からの教育相談について担当者に理解し
てもらうことが、相談先の一つとして認知され項
ていくことになると押さえ、担当者と話し合い
を重ねて理解に結びつくように配慮した。

・ 12研究発表会資料 ・研究概要説明プリント持 H
・都立七生養護学校、道立南幌養護学校公開資料参
・事前アンケート資

料

研究の概要説明の他、養護学校のセンター化につ 研究協力校の早期からの教育相談活動が、相談
、成 いての説明を中心とした研修会を実施した。また、 機関の一つとして認知され広く活用されるように

早期からの教育相談に関する相談担当者の考えを聞 各関係機関を訪問し情報収集や理解啓発活動を行
くと共に、事前の調査を実施し早期からの教育相談 った。関係機関には、早期からの教育相談に関す
に対する相談担当者の実態を把握した。 る意見や状況などの情報を提供していただいた。

【資料１】参照 さらに、理解と協力を得て保健センターでの乳幼児果
健診の参観、幼稚園での保育参観・参加へと情報収
集の場を拡大することができた 【資料２】参照。

研究協力校の早期からの教育相談担当者の意見を聞くことにより、早期からの教育相談に対する意識や

考えについて把握することができた。相談活動をすすめる際に、研究担当者と相談担当者の共通理解が図ま
られたことは、その後の実践をすすめるうえで有効であった。
また、関係機関でのコンサルテーション１をとおしての情報収集により、早期からの教育相談に対すると

地域のニーズと、その重要性を把握することができた。このことで早期からの教育相談についての認識は
あるものの、その実施にむけて不安に感じている相談担当者に地域のニーズとして具体的に提示できるよめ
うに内容を整理することができた。この内容については指導実践Ⅱで提示することとした。



【資料１】相談担当者の早期からの教育相談に関する意見・感想

、 、 。・相談担当者は 養護学校のセンター化をすすめていくためには 早期からの教育相談の取り組みが重要である

・早期からの教育相談は積極的に取り組んでいかなければならない。

・早期からの教育相談は、地域との連携を図りながらすすめたい。

・担当者として早期からの教育相談を受ける力量があるかどうか心配である。

・地域の幼稚園や保育園、保護者の相談ニーズがあるとするならば養護学校に相談に来ればいいのではないか。

・早期からの教育相談で保護者支援が大切というのであれば、地域の関係機関での相談で十分なのではないか。

・早期からの教育相談を受ける体制にはなっていないので、早期からの教育相談を実施するためには学校体制の

整備が必要ではないか。

【資料２】 関係機関での情報収集

関係機関 内 容 応対者 養護学校の早期からの教育相談に対する意見要望

私立幼稚園 面談 主任教諭 ・指導の際に迷う場面があり、養護学校で気軽に相談するこ
保育参観・参加 教諭 とができたら指導者として相談を受けたい。
養護学校教員と ・相談が必要ではないかと思う子どもがいるが、保護者は相
の交流会 談の必要性を感じていないので、相談をすすめるまでの配

慮が必要。

公立幼稚園 面談 各担任 ・相談が必要だと思う子どもがいるが、保護者と具体的に話
しをすすめていない。養護学校の教育相談は「就学をすす
められた」と誤解される心配がある。

・養護学校と幼稚園の教員の交流が欲しい。指導者として専
門的な知識や情報が欲しいし、保護者への相談を気軽にすす
めることができるのではないかと考える。

社会福祉事 面談 主任保育士 ・花巻市の療育事業が充実してきているが、境界のお子さん
務所 については相談のニーズはまだある。

・療育事業では保護者への対応に最も配慮を必要とし、伝え
方が難しい。

養育センター 面談 園長補佐 ・養護学校での教育相談は、就学相談という認識が強い。
保育参観 ・花巻市の療育事業の充実がすすんでいるが、反面近隣の町

村にそのシステムがまだないので、地域間格差が広がって
いる。近隣町村の相談ニーズはより高い。

保健センター 面談 所長 ・ 育児をする力が弱くなっている保護者の数が増加してい「
１歳児健診参観 係長 る」という印象を受けており、子どもたちのために多様な
１歳６か月児健 支援が必要であると考えている。
診参観 ・保護者が相談先を選ぶようになっているので、養護学校も
３歳児健診参観 相談の選択肢として認知されることにより、多くの相談ケ
健康相談会参観 ースがあると考える。

療育事業 面談 臨床心理士 ・LD、ADHDのお子さんの相談先が充実していない。養護学校
発達相談会 保育士 で相談を引き受けるとニーズは多いと思われる。

・発達に課題のあるお子さんを担任している通常学級の先生
や、特殊学級の先生方への相談先としてもニーズがある。

子育て支援 面談 指導主任 ・支援の必要な保護者は増加している。子どもの支援より母
センター 保育参観 指導員 親への支援が多くなっている。

保育参加 ・保護者への支援で子どもの課題が解決するケースが多いと
感じている。

・祖父母が日中養育している場合もあり、家族全体へ関わっ
ていくことが必要だと感じている。



３ 指導実践Ⅱ

指導実践Ⅱでは、研究協力校の相談担当者に早期からの教育相談の理解が深まるように支援試案の

提示などを中心に実践を行いました。実践内容は 【表２】に示すとおりです。、

【表２】指導実践Ⅱの内容

研 究 協 力 校 関係機関

第２回研修会実
① 情報の提供践

② 支援試案の提示内

③ 意見交換容

① コンサルテーション１で得られた関係機関からの情報を提供し、地域のニーズが理解配
されるようにする。慮

② 支援試案を提供し、早期からの教育相談が保護者支援の相談活動であることを明確に事

示す。項
③ 相談担当者との意見交流を行い、相談活動に対する不安が軽減されるようにする。

・コンサルテーション１において情報収集から得られた情報持
・支援試案１「盲・聾・養護学校の早期からの教育相談」参

・支援試案２「早期からの教育相談における寄り添う相談の展開」資

・支援試案３「早期からの教育相談における支える相談の展開」料

第２回研修会をとおして相談担当者から以下の感想が述べられた。

【意見・感想】成
・保護者支援をどのようにすすめていけばいいのか迷っていたが、支援試案によって具体

的に取り組んでいく内容について理解することができた。

・継続して相談を受けることの大切さを理解した。

・養護学校の教員として認識を新たにして取り組んでいくことの必要性を感じた。

・方法については実践の中で自分の力量を高めていくことが課題であり、自己研修に努め

たい。

・教育相談は就学相談というイメージを持っていたが、保護者支援の視点をもつことの大

切さを意識した。果

・相談のニーズは多いということが分かった。

・地域で養護学校の教育相談に対する認識は低いということが改めて分かった。

相談担当者は，コンサルテーション１で得られた情報の提示により早期からの教育相談の具体的な支援

内容について理解し、改めて早期からの教育相談の重要性を認識することができた。このことからこれまま

での就学相談中心の相談とは違った教育相談活動の展開に取り組んでいこうとする姿勢を感じ取ることが

できた。と

また支援試案の提示によって、相談担当者は早期からの教育相談についての具体的な援助内容について

理解し、教育相談の具体的な展開のイメージをもつことができたと捉えた。め
以上のことから次回の指導実践Ⅲでは、実際に相談活動を展開していくこととした。



４ 指導実践Ⅲ

指導実践Ⅲは、支援試案に基づく早期からの教育相談にかかわる実践です 【表３】は，その内容に。

ついて示したものです。

【表３】指導実践Ⅲの内容

研 究 協 力 校 関 係 機 関

相談実践 コンサルテーション２実
① リーフレットの検討 ① リーフレットの配布践

② 情報提供 ② 保護者への説明内

③ 早期からの教育相談の実践 ③ 保育参観容
④ 保護者面談

① 関係機関に在籍する保護者向けのリーフレット ① 関係機関の理解と協力を得て 保護者向け 早、 「

の文言や内容について検討していただき、配布の 期からの教育相談のすすめ」のリーフレット配

許可を得る。 を各家庭に配布する。

② コンサルテーション２で得られた情報を提供し ② 保護者懇談会で早期からの教育相談を説明す、

保護者のニーズを把握する。 る時間の設定をしていただき、直接保護者と懇慮

③ 保護者と対象幼児のそれぞれに対応する担当者 談する中で早期からの教育相談について説明す

を決定する。支援試案をもとに援助方針を担当者 ると共に、意見交換をして保護者のニーズを把

と協議・検討し 相談のすすめ方を共通理解する 握する。事 、 。

③ 個別の面談を希望した対象幼児の日常の様子

を参観させていただき、実態を把握する。

④ 個別の面談を希望した保護者と話し合い、保項

護者の悩みを受け止めると共に、さらに詳しく

説明し、早期からの教育相談を紹介する。

・コンサルテーション２で得られた情報 ・リーフレット「早期からの教育相談のすすめ」持
・リーフレット Ａ３版カラー印刷参

資

料

相談担当者からの報告から、早期からの教育相談を 改めて保護者の早期からの教育相談のニーズを

実践するに当たって、支援試案に基づき相談活動が 把握することができ相談担当者への情報提供の内成
すすめられたことが明らかになった。 容が具体的になった。

同時に相談を希望する保護者があり、研究協力果

校での早期からの教育相談に結びついた。

コンサルテーション２の実践は、リーフレットの配布や保護者会での説明など直接保護者へ働きかける

ように段階を追ってすすめられ、早期からの教育相談の理解啓発に有効であった。ま
研究協力校での相談実践では、相談活動の際に支援試案の活用が図られ、これまでの教育相談との違い

を明確にして相談活動を展開することができた。担当者から提示された相談報告からも保護者の話をよくと

聴くことや話す内容に共感すること、子どものよさの発見に努め、それを保護者に伝えて共通理解を図っ

たりする相談活動の様子が見られた。このことから、支援試案に添っての援助がなされていたことが読みめ

とれた。



５ 指導実践Ⅳ

指導実践Ⅳは、相談実践をまとめ、早期からの教育相談の在り方について実践をとおして検討しま

した。その取り組みは【表４】に示すとおりです。

【表４】指導実践Ⅳの内容

研 究 協 力 校 関 係 機 関
第４回研修会 相談報告実
① 事例検討会践

② 第５回研修会の打ち合わせ内

容
、① 事例研究会を開き、早期からの相談についてま 対象幼児が在籍する幼稚園の担任と連絡を取り

とめる。相談担当者からは、各相談の記録の提出 早期からの教育相談状況について報告をした。支配

があり、支援試案の活用状況について把握する。 援試案３に基づいて在籍園とのコンサルテーショ慮

② 第５回研修会の内容について打ち合わせを行い ンを図り、対象乳幼児への支援が幼稚園でも具体事 、

相談担当者の説明事項について共通理解を図る。 的になされるように配慮する。項

早期からの教育相談の経過について、相談記録の 担任から「園での指導に活かしていきたい」と成
提供により、具体的に理解することができた。 いう感想が述べられ、その後、園での保育の在り

方について話し合う際の参考資料となった。果
相談のまとめを行うことで、保護者への支援の在り方について相談担当者と共通理解が図られた。

関係機関へ相談報告を伝えることで、対象幼児と保護者に対する支援の観点が見直され、日常の指導場ま

面に配慮事項として生かされる。と
指導実践Ⅳでまとめられたことを、指導実践Ⅴの第４回研修会で報告することとした。め

６ 指導実践Ⅴ

指導実践Ⅴは、早期からの教育相談のこれまでの実践をまとめ、今後の在り方について検討しまし

た。その内容は【表５】のとおりです。

【表５】指導実践Ⅴの内容

研 究 協 力 校 関 係 機 関
第５回研修会 意見交換実

① 教育相談のケース報告 ① 早期からの教育相談の在り方について践
② 情報提供 ② 今後の連携内

③ 事後調査 ③ 情報収集容

① 相談担当者から、保護者支援に視点をおいた相 ① 早期からの教育相談のケースの概要について

談活動の経過についての報告がある。支援試案の 報告し、その有効性や改善の方向性について関配

活用状況、相談実践を行っての有効性や課題・困 係機関の担当者と話し合う。

難点についての報告を受けて、早期からの教育相 ② 早期からの教育相談は、関係機関との連携が慮
談の在り方についての話し合いを行う。 あって充実するという観点から、今後の連携の

② コンサルテーション２で得られた情報を提供し 在り方について具体的方向性を検討し合う。事 、

保護者からのニーズの高さを伝える。 ③ 早期からの教育相談のその後の希望者につい

③ 支援試案の有効性を検証するために事後調査を実 て情報を収集する。項

施する。

支援試案の活用状況、有効性、改善点について把 相談実践の様子を伝えることにより、早期から成

。果 握することができた。 の教育相談について理解してもらうことができた

早期からの教育相談の相談実践により、相談活動が保護者支援に有効であることが分かった。また、相ま
談を実施することで支援試案が具体的に有効であるかについて押さえることができた。と

今後の早期からの教育相談の在り方について方向性を捉えることができた。め



Ⅳ 特殊教育における早期からの教育相談活動の在り方についての分析と考察
１ 調査の目的

今年度研究では、作成した支援試案を研究協力校の相談担当者に提供し、実際の相談活動で有効に

活用できるかどうかを検討することとしました。そこで、活用の事前事後に「特殊教育における早期

からの教育相談活動に関する調査」を実施し、支援試案の提供により早期からの教育相談活動の展開

に変容が見られたかを把握しました。

２ 調査の内容及び対象

調査にあたっては【表８】に示

、した項目について調査紙を作成し

事前調査を第２回研修会に、事後

調査を第５回研修会の際に行いま

した。

調査の対象は、相談担当教員７

名でした。

３ 早期からの教育相談活動の

の在り方についてのまとめ

事前事後の調査結果から、早期

からの教育相談の在り方について

以下のようにまとめました。

(1) 支援試案について

ア 支援試案１

早期からの教育相談とこれまでの教育相談との違いの一つとして、保護者のニーズに応じて相談活

動を行うことがあげられます。ニーズに応じた相談活動を展開するためには、相談は時間をかけて継

続して行われることも多くなります。実践をとおして、相談担当者からは「相談を継続することの重

要性を感じた」という内容の意見が多く出され、事前事後での意識の変容が明らかでした。このこと

から相談が継続して行われることで、充実した支援ができることが理解されたと捉えることができま

す。

また、相談は保護者の実態に応じてすすめられることも重要であることが理解されています。保護

者を受け容れる「寄り添う相談」から相談活動ははじまりますが、保護者によっては「支える相談」

にすぐに移行する場合もあったり 「支える相談」から「寄り添う相談」へと展開を変更する場合もあ、

り、相談活動は保護者主体にすすめられるものであるという相談担当者の意識の変容が見られます。

イ 支援試案２

「寄り添う相談」を展開していく際に相談担当者として大切なことは、保護者を理解するというこ

とです。そのために、保護者の心理状態の理解やこれまでの養育状況の理解、また現在の養育状況の

、 、 「 」理解と家族状況の理解という観点が示されていますが 事後調査では 相談担当者が 寄り添う相談

を展開する上で配慮していかなければならない事項について理解を深めたことが伺えます。そのこと

は、電話を受けたときから相談がはじまることや、相談で聴いたことを他の人に話さないこと、心の

【表８】調査項目

相談担当者としての支援姿勢（選択式）Ⅰ
１ 生育歴や相談歴の質問について
２ 母子手帳の持参について

３ 養育姿勢にすぐ助言するかについて

４ 保護者の悩みや課題の整理と，養育方法の提示について
５ 相談中にメモをとることについて

６ 保護者の状況に応じた受け答えと話す内容について

７ 保護者と話し合うこと，語り合うことについて
８ 保護者の話す内容や子どもへのかかわり方を肯定的に支持すること

について

９ 子どもの課題や問題点の改善について
10 保護者に必要と思われる情報の提供について

11 相談の終了時期について。

早期からの教育相談を通して，保護者に伝えたいことについて（自由Ⅱ
記述）

早期からの教育相談についての考えや感想（自由記述）Ⅲ



枠をはずして話を聴くことなどに配慮して実践をすすめている様子から捉えられます。また、支援試

案にそって、相談を受ける前に面談の練習をしてみるなどの取り組みの様子が記述されており、支援

試案の提示によって、具体的な支援内容の理解が深まっていると把握することができます。

ウ 支援試案３

「支える相談」は、保護者が自信と意欲をもって養育にあたることができるように、共に考えてい

く相談であることが理解され、相談担当者は、保護者と養育のよさを共通理解することにポイントを

おいた相談活動の展開が重要であることが捉えられています。相談活動が対象乳幼児の、発達の課題

の改善に終始することがないように、相談場面をとおして得られたエピソードを伝えられることが、

子どものよさの気付きにつながり、保護者が今後の養育について意欲をもてるようにすることが理解

されています。

相談をすすめる際の具体的支援態度については、保護者が、発達に課題を抱えていてもかけがえの

ない我が子であることの理解が深まるような援助が重要であると捉えられている記述が多くなってい

ます。このことは、支援試案の提示によって早期からの教育相談は、保護者を支えていくことである

という目的が理解され、これまでの教育相談とは違う対応をしていかなければならないという相談担

当者の意識の変容が図られたと捉えることができます。

(2) 特殊教育における早期からの教育相談の在り方についてのまとめ

支援試案の提供により、早期からの教育相談担当者には、保護者支援の相談活動を展開していくこ

との必要性や、展開のポイント、留意事項が理解されたことが明らかになり、支援試案の有効性が明

らかになりました。

また、５回の指導実践により、早期からの教育相談についての成果が上がったと捉えました。この

ことは、各回の指導実践で得られた状況や情報を次の指導実践に生かすように心がけたこと、相談担

当の主担当者との打ち合わせを行って、研修会や相談活動が計画的に実施されたことによると考えら

れます。

その具体的成果として、研究協力校では、支援試案の活用がなされ、早期からの教育相談について

の理解が深まったことがあげられます。それは、相談が保護者のニーズに応じて継続されて実施され

たこと、保護者の悩みを理解しようと努め、共に考えていく相談活動が展開されたことなどによって

捉えられます。

また関係機関では、コンサルテーション１・２の実践をとおして、研究協力校での早期からの教育

相談の理解が深まり、地域の支援機関の一つとして意識され始めたことも成果としてあげられます。

今後、早期からの教育相談を受けた保護者が他の保護者へ紹介することも予想され、相談の拡大が期

待されます。さらに、盲・聾・養護学校の早期からの教育相談が認められ、活発に利用されるために

は、地域の特性にあった関係機関との連携・協力関係の構築が必要であると考えます。そのために、

盲・聾・養護学校の教員は、日常的にあらゆる機会をとおして地域の関係機関の担当者とのつながり

を大切にし、人的なネットワークを広げていくことが必要であることが明らかになりました。



Ⅴ 研究のまとめと今後の課題
１ 研究のまとめ

２年間にわたるこの研究の成果は、以下のとおりです。

(1) 特殊教育における早期からの教育相談の基本的な考え方

乳幼児の養育には保護者のかかわりが非常に重要であり、早期からの教育相談では保護者支援に重

点をおいた相談活動が行われることが大切です。この早期からの教育相談は専門性を有した地域の盲

・聾・養護学校で実施していくことが求められ、地域からも期待されていることが分かりました。

盲・聾・養護学校では、これまでも教育相談は実施されていましたが、その内容は就学に関する相

談が中心でした。今後、早期からの教育相談では、保護者の悩みを受けとめ、問題を整理する「寄り

添う相談」や、担当者と保護者が共に考えていく中で、課題の明確化や具体的な養育方法の提示を行

う「支える相談」という保護者主体の相談活動へと転換していく必要があります。そのため、相談担

当者には、相談内容を教育にかかわることに限定するのではなく、学校という場所を活用してどれだ

け幅の広い相談活動を行っていくかという意識の改革が求められます。

盲・聾・養護学校では、地域のセンターとして、これまでの特殊教育の実績を生かし、保護者支援

に視点をおいた相談活動を展開していくことが必要であることが明らかになりました。

(2) 早期からの教育相談にかかわる実態調査の実施と考察

調査は、発達に課題のあると思われる乳幼児の早期からの教育相談活動の実態を明らかにするため

に、県立花巻養護学校の広域学区の市町村の幼稚園、保育園を対象として実施しました。

調査結果から、発達に課題があると思われる乳幼児が在籍している園の80％が専門機関との連携を

図りながら保育を行っていますが、その連携先は、母子通園センター、療育センター、児童相談所な

どの福祉関係機関が中心であり、教育機関との連携は少ないことが明らかになりました。

また幼稚園・保育園では保護者への支援の在り方や指導方法など、多様な相談を受けたいという意

向をもっていますが、相談先についての情報が不十分であるという現状が見受けられ、気軽に相談で

きる専門機関が地域にあることを求めていることが分かりました。

これらの問題を解決するために、盲・聾・養護学校が，地域の相談センターとして、早期からの教

育相談活動を実施していくことが必要であると考えられます。

(3) 支援試案の作成と相談活動

支援試案は調査結果をふまえ、相談担当者が実際の相談活動で活用できるように、具体的な内容を

盛り込んで作成しました。また早期からの教育相談では、保護者支援に視点をおいた相談活動の展開

が重要であることから、保護者への支援の際の援助のポイントや、留意事項等を示しました。この支

援試案の活用は、指導実践や調査結果から、相談担当者が早期からの教育相談の在り方について理解

を深めることや、相談活動を展開する際に有効であることが分かりました。

今後、早期からの教育相談を展開していく際には、相談担当者は保護者支援の相談活動を展開する

ことができるように、研修や、実践をとおして力量を高めていくことが必要であることが明らかにな

りました。

(4) 特殊教育における早期からの教育相談の在り方について

盲・聾・養護学校の相談担当者は子どもの成長発達を深く理解している教育の専門家として、時間



をかけて保護者を支え続けていくことが、最も重要であることも明らかになりました。換言すれば、

相談担当者は保護者が子どもの最大の理解者であり援助者であることを再認識し、保護者が安心して

養育することができるようにニーズに応じて支え続けることが、対象乳幼児と保護者の豊かな生活へ

と結びつけることができるように支援するという役割を担うことです。

(5) 関係機関との連携

保護者支援の重要性と必要性は各機関でも認識され、多くの機関で相談体制の整備と充実が図られ

始めています。盲・聾・養護学校が早期からの教育相談をとおして対象乳幼児とその保護者に一貫し

た支援を行うために、地域の関係機関と連携をとったり、コンサルテーションを実施することなどが

大切な活動であることが明らかになりました。さらに早期からの教育相談を充実させていくために、

地域の関係機関へ出向いていく体制を整えることや、理解啓発のための活動を工夫することも考えて

いく必要があることが分かりました。

２ 今後の課題

(1) 盲・聾・養護学校が、早期からの教育相談を通して地域のセンターとしての役割を担っていく

ために、地域の関係機関と連携するなど具体的取り組みをすすめる必要があります。

(2) 盲・聾・養護学校における早期からの教育相談で、寄り添う相談・支える相談という保護者支

援の相談活動が展開されるように、学校の特色を生かした相談体制を整備していく必要があります。

(3) 盲・聾・養護学校の早期からの教育相談を担当する教員の専門性を向上させるために、研修の

充実を図る必要があります。

おわりに
この研究をすすめるにあたり、多大なご協力をいただきました研究協力校の校長先生をはじめとす

る諸先生方に心より感謝申し上げます。また、花巻地区の福祉関係機関の皆様、保育園、幼稚園の皆

様のご協力に、厚く御礼を申し上げます。
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